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土 層 標 本 作 製 試 験 Ⅰ

鎮 西 忠 茂●

TadashigeCIIINZEI:Expenmentationinthemakingof

soilprofilespecimensI

1 持 言

土壌学の教授上及び研究上土層標本の必要をしばしば痛感する｡その作製には内山

の著昏 1)によれば巾 15-20cm,長 さ 100cm,深さ 10-15cm の大箱を用意 し,竪

坑を掘る際にこの棟本箱を恰度族め込めるような凸形の土柱をつくD,これを採土す

る事をすすめておられる｡ この方法は実際の土層を示すには最 もよV,方法であると考

えられるが最も大きな欠点は模本が非常に重 く持運び困発であ9,模本を陳列するの

に大きな面積を要することであろう｡又時間が経つにつれて乾燥 して湿 った自然状態

を示さないようになる事 も欠点の一つとしてあげられるかもしれない.

アメリカに於いてはこの不利を除 くために種々の試みがなされてVlるようである｡

ィンヂアナ農事試験夢 , (Purdue University)に於いては lX1喜･ins･高さ適宜

の底なし金属製容器を造 Dこれに恰度合 うようなカードと Plungerを用意 し,先ず

容器に Plungerを入れ次いでカードを入れる｡次いで適当な糊を加える,この糊の

面を土層にくっつけ土層の薄層をカードに張 9つける｡か くして出来た土層捺本を別

の大きな台紙に上層よ911厨次張Dつけて完全な土層標本として適当h:る棟木整理箱に

入れて保存するのである. 叉は1枚の紙に張 Dつけて 全層断面を示すようにする｡

この標本作製淡の利点は非常に取扱いが簡単であることと多 くの模本が簡単に抽出に

垂理出来る点である｡又土層断面の比較が容易に出来るわけである｡

その他プラスティックを使用して永久標本を作製する試みが多 くなされているo例

えば R W.SmithandC.D.Moodie3)は酪酸セル｡- ズの 7 セ 7･ン溶 液 と

Vinylite樹脂のアセ トンーメチルイソブチルケ トン溶液を用Vlて約 1in.の土層を

3ft.又はそれ以上の plywoodに張 Dつけて約 400倍の土層模本を作製 した.この.

模本は外観が湿った自然状態の土さ変の外観を皇し両 も持運びが簡単であD,壁にかけ

て装飾としても使用出来る｡両 も現地客水量よD少し低V,水分含量の ものから風乾土
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までの種々なる精粗の土壌に通用出来ることを報じている｡

1952年に H.W.Smith,R.A.McCreeryandC.I).拡oodie4)は前記の方法

に改良を加えた. 前報告3)に用いた稀薄酪酸セルTI-ズの代 DにVinylite樹脂を使

用 したのである｡これは Berger及び Muckenhirn5)の方法を応用したものであるo

Berger氏等は Vinyliteをアセ トンにとか した ものとメチルイソブチルケ1-ンにと

か したものを用いて土層標本を作製 し,それが変色 しない湿った状態を保持 してVlる

事を報じている｡Lynd6) は Smith and C.D.Moodie3)の方法を侭用して多数

の Michigan 州の土層標本を作製 して土壌の勉学に多 くの利便を与 えているO

筆者は Lynd6)及び SmitbandM:oodie3)の行った方法を応用して2, 3標本を

作製 したO

本稿を草するにあたD,別刷を恵与された方々★A:らびに,Vinylite及びセJL,TI-

ズアセティト入手に高配を煩わした nqr,Wlleeler榊 に感謝の意を表する.

2 標本作製に必要な薬品器具及び材料

1) 8% セルローズアセティ7.アセ トン溶液 (稀薄液)

2) 20% セルローズアセテ-トアセ7.ン醇液 (濃厚液)

3) 10%Vinylite瑚 旨アセ トン辞液 何れも粉末状のものを使用し,2,3日放置

しておかないと溶解 しない｡

4) 5寸×4尺の5枚合せの plywood(ベニヤ合板) 出来るなら7枚合せのも

のがよい.1枚板であったら7分以上のものが望ましVlo

5) 7寸×8尺の5枚合せの plywood(ベニヤ合板)

6) 噴 霧 器 稀薄酷酸セルローズ液を土層表面にふきつけるためである｡噴霧口

は相当大きくないとアセ トンが蒸発して酷酸セル｡-ズがつまるから少し大きいもの

が良い｡

7) 兼 器 具 (1) ショベル又はスべ-ド (土層断面を調塗 したD新 しく竪坑

をつ くるのに使用,(2)物 墓 (3)刷毛 (濃厚液を土層表面に塗布するのに使用),

(4)晒木綿布,(15)木綿紐 (巾1寸長さ2尺のもので板と土層とをしぼるのに使軌

* TheauthorexpresseshisappreciationtoMessrsIK･CIBergerandHIW･Smith,
whokindlygavehimtheirreprints.

*t AcknowledgementshouldalsobegiventoMr.E.J.Wheeler,formerchief｡fMi_

chigan StateUniversityMissionattheUniversityoftheRyukyuswhoprovided
plasticmaterials.



土 層 棟 木 作 製 試 験

第 1図 雑著の使用した器材

A.足略節を使用する噴
環器,B.小十字軌 C.
ペイントブラシをど-カ
ーに入れたもの,D.ス
ペード,E.膚丁,F.
検土枚,G.木綿杜 (晒
木綿を1寸巾に引裂いた
もの)
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晒木綿を裂いて使用する), (6) 検土枚 (紐を通す

のに代用), (7) 庖丁又はナイフ (過剰の土壌を除

いた D亜形 した Dするのに使用),(8)′ト十字鍬 (蘇

分の土を堤から･切落すのに便利である).

3 土層標本作製法及び考察

1) この度の土層標本作製には堀割の壁を利用 した｡

先ずショベルで壁を垂直に切 って亜形する｡

2) 亜形 したら,こ

れに所定の plywood

(5寸×4尺)を当て

てナイフ (叉は庖丁)

を以ってとる土層の部

分を縦に切 って印をつ

ける｡この印をつけた

部分に噴霧器で稀薄液

を噴霧する｡噴霧器は

ガ ラス管の手製品をtJE過瓶に取付け足踏櫛で操作する

ようにした｡ 噴霧口は相当大きくしないと噴出の際ア

セ トンの蒸発によって開基 される｡噴諺 した層面はセ

弟2図 土層療本を取るべ
き所をショベルで調

整したところを元す

ルローズアセ トンの薄膜が出来る｡外徴は白色となる｡

3) 上記の如 く土層表面には白色の薄膜が出来るからこれにセルローズアセティト

第 3囲 噴霧器で酪酸
セルロース'のアセ

トy静液を噴寄し
ているところ

勢4図 白い薄膜の出来た
ところを示す

第 5図 Plywoodの板を
当てがって土柱の両

側を十字鍬でけづり
取ったところを示す
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の濃厚液をペイント刷毛で塗布する｡この際刷毛を往復させると蒋股が剃れるから注

意 しなければならない｡上から下に大急ぎで盟布するようにする｡これに2枚に韮ね

た倍大紬を張Dつける｡次いで所要の土層の左右の土塊を′トト字鍬と庖丁を使用して

奥行 1-2寸位の土柱とする｡

4) 7日.来上った土壌桂に板をあてがい検土杖の鵜に粘土を以て木組紐をJ;-1じ込みこ

れを土壌桂の稚後からさし通 して板と土壌柱をしぼDつける｡紐を通すのに検土枚を

代用 したわけであるが, 1尺位の鉄棒で錐をつ くD,その錐の先端近 くに孔をあけて

紐を挿入すればもっと便利ではないかと思う｡検土枚をさし込む時は往昔 しないと先

た方がよい｡

上記の改作を繰返 し多 くの個所で土塊桂と板をしぼ9つけるようにする｡紐を結ぶ

時は出来るだけ拡げて可及的多 くの土壌をイ呆お し得るようにする｡紐と紐との間隔は

土性や水分含塵によって興る.投も影響するのは土性である｡何れにしても間隔はtri
来るだけ近い方がよいようである.

5) 上から下まで紐を結び終 ったら今度は堤から土層標本を収Dはずすのであるが,

難 し紐と紐との肘1隔が近い際は界易に手で引き離せばR的が適せ られるが間隔が大き

い時は引張っても取れなV,ばかDか下手をすると供本をこわして了う恐れがあるから

故意 しT3:ければならTj:小｡引離す時接木の背後に庖丁を入れて切 って行 くと良vlよう

である｡堤から引離 した按本はこれを麻袋でくるんで呈内に運搬する｡

▲ 窮6国 政土枚で紐を土柱の背後 窮7図 紐で板を結び終

から通しているところ ったところを荒す

6) 盗内に持込んだ松本は紐を解V,て過剰の土壌を庖丁で除き厚さ1寸LjJLのJr7-さに

するOこの際匁物の跡がつかTSV,よう,自然の状態を保つよう在悲 しなければならな

V,｡庖丁は先端の鋭利なものが便利である.この際大きな岩石は1寸以上になっても
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除かT3:小で残 しておくようにする｡この操作は土故が乾燥したV,うちに行 う方が容易

である｡

7) 前記の如 く適当のJij_さにした土層榎本はこれをきれV,に清掃 して余分の土壌を

除きそのまま又は別の固定用 plywood(7寸×4尺)にうつして蓋内にて風乾する｡

固定 した後に光沢がlH.た9,日vl蒋股が出来た Dする｡そのためには Smith等3)

はメチルイソブチルケ トンを噴窟することをすすめているが,筆者はこれを入手し得

なかったのでgut恨アミルを7-スかフマキラーの噴諺器で噴篇 してその日的を連 した｡

酪酸7 ミルは 10cc位で充分であった｡

8) 斯 くして作処 した土層棟木は 3尺の模本で 4kg内外4尺の接木で 5kg内外

で取故が簡便で壁にかける-711:もILJ.来るのである｡

約8図 堤から土層標本を取剥 約9図 過剰の土壌を庖丁でけ

して地面に横たえたもの ずり振っているところ

9) 作製するには掘割から採る場合のみについて行 ったのであるが 2人で2時間足

らずで1枚を採る首相'-Lll来る｡又亜形には1人で約 1時間足らず,乾快には約 1週間

を要 した｡なお開先には Vinylite樹脂液を珪V,だ後少なくとも1円位放荘する｡

以上の如 くして土層棟木を作製するのには沖縄に於いては種々困難を伴 う｡先ず節

1に使用するプラスティックやアセ トンが高価な事である｡アメリカに於てはプラス

ティックは何れも 1lb.50cents内外であ9アセ トンも lgallon50cents以下であ

るから作処に大 した費用は要 したいので容易に普及が可能であろう｡試験の結果では

1佃の松本を作るのに約 1/81bsの Vinylite樹脂と 約 1/41bsの酪酸セル｡-ズ

を要 し,アセ トンも約 1gallon を要するので当地では相当高価T3:ものにつ く｡ ア

セ トンやプラスティックがアメリカの如 く安価に入手出来るならばこの方法によって

標本を作懲すれば教授上,研究上稗益する所大なるものがあると考える｡
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次に沖縄は雨が多いので,寧ろ水分当丑附近の土壌を取政 う事が多いと考えなけれ

ばならない,かかる土攻に5.,Lt酸セルp-ズの稀蒋液を噴茅 した時には乾燥に時間を要

する不便がある｡その上水分当鹿又はそれ以上の合有

水分の土層を採袋 して乾燥すると,収縮が甚だ しく松

本に亀裂を生じ外観を書することはH,rlO図によって

知 られる如 くである｡この困難を除 くために適当な方

汝が講 じられねぽならぬと考える｡適当な方法が考え

られるまではm来るだけ/k分の少h:V,時に採ることが

望ましV,｡

4 摘 要

土さ変学の教授上及び研究上土壌模本の必要を揃感す

るが,普通の標本作製法では重量が大きく取扱いに不 弟10図 出来上った土層標

僻である｡そこで取扱vlに便利改 Smi th及び Lynd 本を壁に取付けたもの

の方法を応用 して持合せの器材を使用 して土層捷本の作製を試みた｡これは上屑を円貨

酸セルローズのアセ トン溶液とVinylite樹脂のアセ トン溶液を用いて plywoodに

は Dつけるのである｡

出来上 った標本はよく土故断面を示 し,而 も軽 くて取扱いに便利であD,壁に川け

ることも可能である｡

併 し作処に多 くの費用を有するのが難点であるが若 し薬剤がアメリカの如 く安価に

得 られる時が来れば,実施を推奨 したい方洩であると考える｡

なお水分の多い土層を採袋する時は乾燥の時著 しく収縮 して外額を哲するから,.ltI

来るだけ水分の少なV,時に操典するのが望ましいと考える｡
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because the specimens made by this method are difficult to handle. I have attempt

ed to make light specimens which are easy to handle and carry. The method of

Smith and Moodie3) as well as that of Lynd6) fulfill my requirements. Therefore, I

tried to devise several soil profile specimens using the basic methods of those aut

hors but with less equipments and slight modifications to their techniques.

The procedures of this method are summarized as follows:

The exposed soil profile is sprayed with a dilute solution (8~b) of cellulose acetate

in acetone and then backed by double layers of cheese cloth or bleached cotton cloth

with a thick solution (20%) of cellulose acetate in aceton. The profile is then removed

from the bank. The excess soil is removed from the specimen. It is then allowed to

dry. The prepared soil profile is fixed on the board by pouring over it a 10~b solu

tion of vinylite resin in acetone. I did not use a thick solution of cellulose acetate

in acetone to glue the profile to a board. To reduce the sheen, the specimen was

sprayed with a small amount of amyl acetate instead of methyl isobutyl keton be

cause the latter chemical was not available.

The finished specimens present not only a good profile appearance but also are

very convenient to handle because their lightness. Accordingly, it is possible to hang

them on the wall.

Cost of materials is too high to make many specimens on this island. If materials

could be supplied on this island as cheap as in the United States, this method would

be recommended to make soil profile specimens.

If the soil profile is taken when the moisture content of the soil is very high, the

specimen will shrink considerably during drying. Consequently, this spoils its ap

pearance. Therefore, it is desirable to take the soil profile when the moisture con

tent of the soil is as low as possible.


